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I

秋
も
深
ま
り
、
市
内
の
各
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
で
は
遠
足
や
運
動
会
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
も
、
晴
れ
わ
た
っ
た

秋
空
の
も
と
、
〃
が
ん
ば
っ
て
、
は
や
く
〃
と
友

だ
ち
の
声
援
を
背
に
受
け
な
が
ら
、
体
を
思
い
切

り
動
か
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。 友

だ
ち
の
声
援
を
背
に

が
ん
ば
れ
は
や
く

第
一
幼
稚
園
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沖
縄
国
体
も
が
ん
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．
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リ
フ
テ
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会
で
優
勝
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：
…
・
市
民
憲
章
、
表
紙
説
明
、
沖
縄
国
体
も

が
ん
ば
れ
／
，

．
…
・
・
議
員
定
数
を
二
十
名
に
削
減
、
収
入
役

に
佐
川
誠
太
郎
氏
、
教
育
長
に
石
井
滿

氏

・
・
・
…
楽
し
い
笑
い
声
に
あ
ふ
れ
、
第
十
七
回

高
萩
市
民
号

・
・
・
…
建
設
大
臣
か
ら
整
備
計
画
認
定
証
が
交

付
、
新
庄
ま
つ
り
に
参
加
、
ほ
か

７
…
市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
、
お
め

で
と
う
百
歳
、
カ
ル
タ
競
技
が
楽
し
み
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
長
寿
を
祝
う
、
ほ

か

患
迅 一一.---雪 噂舞

も
く
じ

間
○
ジ
ャ
ー
ク
百
四
十
五
地

翻
○
ス
ナ
ッ
チ
百
二
十
地

げ壷
五
ノ
上
く
ん
は
、
三
月
に
行
わ
れ
た

地
茨
城
県
高
等
学
校
選
手
権
大
会
で
も
優

郡
勝
す
る
な
ど
、
数
々
の
優
秀
な
成
績
を

ク
収
め
、
す
で
に
、
十
月
二
十
五
日
㈲
か

一
ら
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る
国
体
へ
の
出
場

》
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
九
日
出
、
三
十
日
側
の
両

日
、
高
萩
工
業
高
校
で
、
第
三
十
一
回

関
東
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
が
、
約
百
四
十
人
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
、
九
十
地
級
で
出
場
し

。
の
か
み
ゆ
う
す
け

た
五
ノ
上
裕
介
く
ん
（
磯
原
高
校
）
が

み
ご
と
好
成
績
で
優
勝
し
ま
し
た
。

一
一

８
…
…
…
全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
、
青
少

年
育
成
功
労
者
表
彰
、
市
民
テ
ニ
ス
大

会
、
私
の
ア
イ
デ
ア
料
理

９
…
…
…
私
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
い
か
に
自
分
を

磨
い
て
い
く
か
、
「
青
年
の
つ
ば
さ
」
に

参
加
し
て

、
～
皿
…
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
市
長

杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
が
開
幕
、
高
萩

の
昔
話
と
民
俗
、
お
元
気
で
す
か
保
健

婦
で
す
、
ほ
か

皿
～
喝
・
・
・
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
は
十

一
月
八
日
⑪
、
文
化
祭
の
日
程
、
お
し

ら
せ
、
ほ
か

４
．
…
…
・
・
日
曜
当
番
医
、
絵
と
文
、
善
意
の
窓
、

１

人
口
と
世
帯
、
ほ
か

「
中
学
の
時
は
、
陸
上
競
技
を
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
に
な
れ
る

も
の
を
探
し
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
に
入
部
し
ま

し
た
。毎

日
、
自
分
の
限
界
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
が
、
今
の
目
標
は
、
ジ
ャ
ー
ク
百

五
十
地
、
ス
ナ
ッ
チ
百
二
十
五
地
を
あ

げ
て
、
全
国
規
模
と
し
て
は
、
三
年
生

最
後
の
沖
縄
国
体
で
の
優
勝
を
め
ざ
し

た
い
凶
と
五
ノ
上
く
ん
は
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

五ノ上裕介くん

(大和町）

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です
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議員定数を20名に削減

第3回高萩市議会定例会

教
育
長
に石

井
滿
氏

収
入
役
に

佐
昭
和
六
十
二
年
第
三
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
九
月
八
日
㈹
に
開
会
し
十

日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
九
月

十
七
日
附
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
に

関
す
る
も
の
四
件
、
報
告
に
関
す
る
も

の
二
件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
三
件
（
う

ち
一
件
は
議
決
不
要
と
な
る
。
）
、
予
算

に
関
す
る
も
の
三
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
他
三
件
の
う
ち
二
件
は
、
原
案
ど

お
り
決
定
、
一
件
に
つ
い
て
は
、
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
人
事
〉

○
高
萩
市
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て
は

jill

誠
太
郎
氏

（
再
任
）

ー申

九
月
七
日
㈲
で
、
任
期
満
了
と
な
っ

た
収
入
役
に
佐
川
誠
太
郎
氏
㈱
（
上
君

田
一
五
二
六
）
が
、
九
月
八
日
㈹
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
長
鈴
木
一
慧
氏
が
、
九

月
三
十
日
㈱
任
期
満
了
と
な
り
、
そ
の

後
任
に
石
井
滿
氏
㈹
（
安
良
川
二
六
九

’
八
）
が
十
月
一
日
㈱
、
新
た
に
教
育

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
氏
は
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
に

高
萩
中
学
校
教
諭
と
な
り
、
昭
和
五
十

二
年
四
月
秋
山
小
学
校
長
、
昭
和
五
十

七
年
四
月
高
萩
小
学
校
長
、
昭
和
五
十

九
年
四
月
高
萩
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

佐
川
誠
太
郎
氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
高
萩
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
は
、
石
井
滿
氏
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

○
高
萩
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
鳥
居
塚
章
氏
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
は
、
原
口
咲
子
氏
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
以
上
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、

満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
報
告
〉

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

以
上
二
件
に
つ
い
て
、
地
方
公
営
企

〈
そ
の
他
〉

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
（
上
君

田
内
の
草
地
区
土
地
改
良
事
業
の
結
果

字
の
区
域
に
変
更
の
必
要
が
生
じ
た
た

め
に
変
更
）

○
議
会
運
営
特
別
委
員
会
調
査
報
告
に

つ
い
て

（
高
萩
市
文
化
会
館
借
地
問
題
等
調
査

報
告
に
つ
い
て
）

〈
予
算
〉

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
・
第
三
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

業
法
第
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

昭
和
六
十
一
年
度
の
企
業
会
計
の
決
算

を
議
会
の
認
定
に
付
し
た
も
の
で
す
。

〈
一
般
質
問
〉

○
花
貫
川
河
川
改
修
に
つ
い
て

○
教
育
施
設
対
策
に
つ
い
て
（
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
）

〈
条
例
〉

○
高
萩
市
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
の
高

齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
の
改
正

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
議
会
議
員
定
数
を
減
少
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
条
例

中
「
二
十
四
名
」
を
「
二
十
名
」
に
一
部
改

正
（
議
員
定
数
）
し
た
も
の
で
す
。

ー會

〈
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〉

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
高
浜
町
三
丁
目
地
内
浸
水
対
策
に
つ

い
て
の
陳
情
書

○
赤
浜
字
落
ヶ
沢
地
内
農
業
用
水
路
の

改
善
整
備
に
つ
い
て
の
陳
情
書

※
取
り
下
げ
た
も
の

○
議
員
定
数
の
削
減
を
求
め
る
陳
情
書

※
審
議
未
了

○
「
売
上
税
導
入
の
撤
回
を
求
め
る
決

議
」
を
求
め
る
陳
情

○
茨
城
県
庁
舎
誘
致
に
関
す
る
陳
情

○
地
方
自
治
法
改
悪
反
対
に
関
す
る
陳

情○
売
上
税
導
入
に
断
固
反
対
す
る
請
願

○
森
林
・
河
川
緊
急
整
備
税
の
創
設
に

つ
い
て
の
陳
情
害

○
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
（
秋
山
・
本

町
地
区
）

○
福
祉
行
政
に
つ
い
て
（
出
産
費
の
貸

付
）○

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間
ド
ッ

ク
に
つ
い
て

○
市
臨
時
職
員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

○
高
萩
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
よ
う

次
の
定
例
会
は
十
二
月
で
す

（
議
会
事
務
局
）

認



“ ‐熱り轌黙綴懲
，′ 、零 q

瀞
『
罰
●

一

一

設
隷舞貼

畢
降
戯

些
琿
蓄

命
“
》
》
幹
“
一
一
》
“

》『雇葬
一
参一

§蕊
驚蕊

〆

▲特急列車で東北博覧会へ ▲出発式のテープカット ▲早朝から駅前に集合

園17回目詞面目弓

楽しい笑い声にあふれ

3世代412人が参加
｛
）

認繊獅臓織
蕊

八
月
三
十
日
⑧
祝
第
十
七
回
高
萩
市

民
号
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
付
け
た
臨
時
列

車
〃
特
急
ひ
た
ち
号
″
を
貸
し
切
り
、
家

族
連
れ
な
ど
三
世
代
、
四
百
十
二
人
が
参

加
し
て
、
ｗ
未
来
の
東
北
博
覧
会
へ
む
け

て
、
市
民
号
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨
が

う
そ
の
よ
う
に
晴
れ
あ
が
り
、
快
晴
の
青

空
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
、
会
場
に
は
約

六
万
人
が
入
場
、
Ｉ
こ
の
日
入
場
者
百

五
十
万
人
目
の
記
録
を
達
成
す
る
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲仙台の七夕飾り

▲汗をふきながら見学

▲広い会場内を移動

（
・
戸
一 独

眼
竜
政
宗
館
な
ど
人
気
パ
ビ

リ
オ
ン
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
仙
台

の
七
夕
飾
り
や
海
上
八
十
ｍ
の
高

さ
ま
で
あ
が
る
大
噴
水
な
ど
多
く

の
催
し
も
の
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

ま
た
、
遊
園
地
で
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
楽
し

’

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
ｃ
饗

こ
の
あ
と
、
松
島
海
岸
を
バ
ス
で
見

学
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
楽
し
い
話
に

笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、
事
故
も
な
く
大
成

功
の
う
ち
に
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

「
展
示
館
で
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
大
き
な
海
上
噴
水
を
見
た

り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

よ
Ｊ
と
二
人
は
、
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

う
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七
月
十
日
③
建
設
省
で
、
コ
ー
ス

タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ
ー
ン
（
海

辺
の
ふ
れ
あ
い
広
場
）
の
整
備
計
画
認

定
証
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
四
十
四
か
所
の
中
か
ら
認
定
さ

れ
た
十
二
市
町
村
長
と
と
も
に
、
高
萩

市
の
鈴
木
市
長
が
建
設
大
臣
か
ら
の
認

定
証
を
受
理
し
ま
し
た
。

建
設
省
で
は
、
近
年
、
特
に
高
ま
っ

て
い
る
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要

に
対
応
し
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
国

土
づ
く
り
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、
コ

ー
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ
ー
ン

の
整
備
を
推
進
し
て
お
り
、
高
戸
海
岸

も
そ
の
一
つ
と
し
て
全
国
の
中
か
ら
認

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

建
設
大
臣
か
ら

整
備
計
画
認
定
証
が
交
付

霧

鷲

鶴驚

螺瀧鱗謹聴､禽鼎…輯錬鐵

▲鈴木市長が認定証を受理

新庄まつりに参加
高霧繭鍔踊蕊温舎

八
月
二
十
四
日
側
か

ら
二
十
六
日
伽
ま
で
の

三
日
間
、
山
形
県
の
新だ

庄
市
で
新
庄
ま
つ
り
（
山

し車
ま
つ
り
）
が
行
わ
れ
、

高
萩
市
舞
踊
交
流
会
の

み
な
さ
ん
四
十
三
人
が
、

初
日
と
二
日
目
、
こ
の

ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
高
萩
市
と

新
庄
市
の
親
善
友
好
を

深
め
る
た
め
、
広
く
市

民
か
ら
参
加
者
を
募
集

し
て
、
今
年
の
高
萩
ま

つ
り
に
新
庄
市
か
ら
特

む
つ
み

別
参
加
し
て
く
れ
た
「
睦

ー

▲駅前で踊る高萩市舞踊交流会のみなさん

会
」
の
み
な
さ
ん
の
お
礼
を
兼
ね
、
踊

り
を
通
し
て
両
市
の
交
流
を
は
か
ろ
う

と
実
施
し
た
も
の
で
す
。

新
庄
駅
前
を
山
車
パ
レ
ー
ド
の
前
に

踊
る
〃
手
踊
り
″
に
高
萩
市
舞
踊
交
流

会
の
み
な
さ
ん
が
参
加
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

で
紹
介
さ
れ
る
と
新
庄
市
民
の
た
く
さ

ん
の
拍
手
で
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

新
庄
ま
つ
り
は
、
東
北
四
大
ま
つ
り

の
最
後
を
飾
る
雄
大
な
山
車
ま
．
つ
り
で
、

人
口
約
四
万
五
千
人
の
新
庄
市
も
、
こ

の
三
日
間
の
期
間
中
は
約
八
倍
近
い
三

十
五
万
人
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る

そ
う
で
す
。

十
八
町
内
が
、
一
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
凝
ら
し
た
山
車
が
、
三
日
間
市

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

■ ■

今
雄
大
な
山
車
ま
つ
り

高
萩
へ
帰
っ
て
み
た
い
と

思
う
よ
う
な
交
流
を

八
月
二
十
六
日
伽
高
萩
ピ
ー
チ
ガ

ー
デ
ン
で
、
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
例
会
が
開
か
れ
、
こ
の
席
に
茨
城
県

洋
裁
高
等
職
業
訓
練
校
（
有
明
町
）
に

入
学
中
の
中
国
藺
洲
か
ら
の
研
修
生
十

一
人
が
招
待
さ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
国

際
奉
仕
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
ク
ラ

ブ
の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る
国
際
親
善

に
役
立
て
よ
う
と
、
中
国
か
ら
高
萩
に

来
て
い
る
研
修
生
の
み
な
さ
ん
を
招
待

し
た
も
の
で
す
。

深
谷
会
長
は
、
「
現
在
、
中
国
に
は

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

近
い
将
来
で
き
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
十
六

か
国
と
国
際
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

中
国
の
研
修
生
の
み
な
さ
ん
が
、
国

へ
帰
ら
れ
て
も
再
び
高
萩
に
帰
っ
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
な
交
流
を
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
凶
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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花
い
っ
ぱ
い
運
動

花
壇
一
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果

謂驚
八
月
二
十
五
日
㈹
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
主
催
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
「
花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し

た
団
体
は
、
三
十
二
団
体
で
、
花
の
苗

の
配
布
団
体
の
約
三
分
の
一
と
な
っ
て

い
ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
も
っ
と
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
団
体
か
ら
の
参
加
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

審
査
の
結
果

○
地
域
、
団
体
、
職
場
の
部

最
優
秀
賞
高
萩
長
寿
会

優
秀
賞
朝
日
子
ど
も
会

た
つ
ご
子
ど
も
会

○
学
校
の
部

最
優
秀
賞
松
岡
小
学
校

優
秀
賞
高
萩
中
学
校

東
小
学
校

高
萩
小
学
校
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九
月
の
敬
老
週
間
を
迎
え
、
市
内

各
地
で
お
年
寄
り
を
囲
む
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
二
、
五
二
六
人
に
敬
老
祝
品
、
八
○

歳
以
上
の
お
年
寄
り
六
一
二
人
に
敬
老

祝
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
長
寿
を
祝
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
、
三
、
九
七
六
人
（
四
月
一
日
現
在
）

で
、
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
一
五
四
人

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
で
は
じ
め
て
、
大
和
町

の
益
子
つ
れ
さ
ん
が
、
満
一
○
○
歳
を

迎
え
、
国
や
県
、
市
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
か
ら
長
寿
を
祝
う
記
念
品
等

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市内各地で

さまざまな催し

おいでどう100歳カ
ル
タ
競
技
が
楽
し
み

市内ではじめて

益子つれさん
（大和町）百

人
一
首
カ
ル
タ
ク
ラ
ブ

明治20年4月12日生まれ

ほ
炉
フ
ら
い

百
人
一
首
カ
ル
タ
ク
ラ
ブ
は
、
蓬
莱

か
い会

（
高
齢
者
大
学
の
卒
業
生
で
作
っ
て

い
る
会
）
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
昨
年
の

四
月
か
ら
、
月
二
回
の
活
動
を
続
け
て

い
る
会
員
五
十
四
人
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

し
げ
お

代
表
の
武
子
滋
郎
さ
ん
は
、
「
み
ん

な
で
カ
ル
タ
競
技
の
練
習
を
し
な
が
ら
、

百
人
一
首
や
古
典
な
ど
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
大
変
熱
心
で
楽

し
み
な
が
ら
も
、
い
つ
も
熱
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

競
技
は
と
て
も
楽
し
く
、
今
年
の
正

大
和
町
の
益
子
つ
れ
さ
ん
は
、
明
治

二
十
年
四
月
十
二
日
生
ま
れ
で
、
今
年

満
百
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
つ
れ
さ
ん
は
長
男
夫
婦
（
太
郎

も
も
・
え

さ
ん
、
百
栄
さ
ん
）
と
三
人
暮
ら
し
で
、

目
や
耳
な
ど
体
が
少
し
不
自
由
で
す
が
、

食
事
の
時
や
家
の
中
な
ど
は
、
今
で
も

自
分
で
歩
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

太
郎
さ
ん
、
百
栄
さ
ん
夫
婦
は
、
「
母

き
た
か
た

は
北
方
の
出
身
で
、
ず
っ
と
市
内
で
生

活
し
て
き
ま
し
た
。
好
奇
心
が
旺
盛
で

物
事
に
非
常
に
興
味
を
も
ち
、
今
で
も

テ
レ
ビ
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。
と
く
に
、

す
も
う
は
大
好
き
で
毎
回
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
よ
。

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
り
た
が
り

ま
す
し
、
指
先
も
器
用
で
発
達
し
て
お

り
、
昔
か
ら
体
を
動
か
し
て
、
と
て
も

よ
く
働
く
母
で
し
た
ね
』
と
つ
れ
さ
ん

の
生
活
を
こ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
で
、
満
百
歳
の
お
年
寄
り
の
誕

生
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
お
体
を
大
切
に
、
長
寿
を
お
祈
り

し
ま
す
。

月
に
は
、
老
人
い
こ
い
の
家
で
新
年
会

と
あ
わ
せ
て
競
技
会
を
実
施
し
ま
し

た
Ｊ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

迄

▲百人一首や古典の勉強会

九
月
十
五
日
㈹
お
年
寄
り
を
囲
む

三
世
代
の
人
た
ち
約
八
百
人
が
、
市
民

体
育
館
に
集
ま
り
、
第
二
十
二
回
老
人

福
祉
大
会
と
三
世
代
の
集
い
芸
能
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
大
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
で
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
た
十
人
の

か
た
が
高
齢
者
表
彰
を
受
け
、
益
々
の

長
寿
を
願
い
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
軽
体
操
や
子
ど
も
会
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
、
高
校
生
会
に
よ
る
楽

し
い
催
し
が
行
わ
れ
、
歌
に
踊
り
に
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

歌
に
踊
り
に

楽
し
い
一
日

レ
子
ど
も
た
ち
が
お
は
や
し
を
披
露

1
1
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鰯ま
ど
こ
ろ
の
こ
も
っ
た

手
づ
く
り
の
座
布
団
を
配
布

渋
寿
は
最
大
の
窒
獄
り

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
０
で
長
寿
を
祝
う

蕊議
………

▲老人いこいの家で座ぶとんづくり

九
月
九
日
㈱
、
十
日
㈱
の
両
日
、
市

内
で
、
今
年
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
年

寄
り
五
十
六
人
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
手
づ
く
り
の
座
布
団
が
、
お
祝
い

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
、
各
種
婦
人
団
体
の

み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
も
二
日
間
に
わ
た
っ

て
座
布
団
の
配
布
が
行
わ
れ
、
お
年
寄

り
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
九
月
七
日
側
に
、
老

人
い
こ
い
の
家
で
、
ま
ご
こ
ろ
を
込
め

た
暖
か
い
座
布
団
づ
く
り
が
、
各
種
婦

人
団
体
等
の
み
な
さ
ん
約
三
十
人
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
月
十
二
日
出
有
明
町
集
会
所
で

社
会
福
祉
協
議
会
東
地
区
南
支
部
主
催

の
第
十
六
回
敬
老
会
が
、
関
係
者
な
ど

約
百
人
の
出
席
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。

こ
の
敬
老
会
で
赤
上
三
郎
さ
ん
㈹
が
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
手
品
）
や
踊
り
（
ま

げ
物
）
な
ど
を
余
興
で
披
露
、
お
年
寄

り
か
ら
盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

赤
上
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
も
し
て
い
る
そ
う

で
、
「
市
内
で
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
や

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
会
や
婦

ー､

人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
集
ま
り
な

ど
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
も
結
構
で
す

よ
。
私
の
都
合
が
つ
け
ば
、
い
つ
で
も

や
り
ま
す
。

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
は
、
は
じ
め
て
五

年
、
踊
り
は
三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
で
す

が
、
マ
ジ
ッ
ク
の
材
料
も
家
庭
に
あ
る

も
の
を
利
用
し
て
、
手
づ
く
り
で
行
っ

て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ

る
の
が
う
れ
し
く
て
、
今
ま
で
続
け
て

い
ま
す
。

火
の
つ
い
て
い
る
も
の
を
口
の
中
に

入
れ
て
、
間
違
っ
て
や
け
ど
を
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
哩
赤
上
さ
ん

は
敬
老
会
に
出
席
し
て
、
お
年
寄
り
の

長
寿
を
祝
い
な
が
ら
、
こ
う
話
し
て
い

ま
し
た
。

▼プレゼントを受ける

太田ルメさん
鱒 諄

巡
．

幽
醗
園
凹
畷
除
Ｉ

ま
き穂： ;‘ ．

‘｡.《； ＃

‐麓蕊宇
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▲うれしそうに大内眞－さん

八
月
二
十
八
日
③
市
民
セ
ン
タ
ー

で
、
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
介
護
者

研
修
会
が
開
か
れ
、
約
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
、
民
生
委
員
も
出
席
し

て
、
保
健
婦
に
よ
る
実
技
指
導
や
、
体

験
者
の
発
表
、
グ
ル
ー
プ
別
の
話
し
合

い
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち

は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

し
床
づ
れ
予
防
の
実
習

ねたきりの

お年寄り

介護者研修会

ｰ

澤哺好

病
院
生
活
八
年
、
在
宅
三
年
の
義
母

を
勤
め
な
が
ら
世
話
が
で
き
た
の
は
、

何
と
言
っ
て
も
有
り
難
い
こ
と
に
夫
が
、

頑
張
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
退
職
し
て
、
義
母
を
家
で
見
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
夫
は
、
よ
く
手

伝
っ
て
く
れ
、
義
母
の
話
し
相
手
に
な

っ
た
り
、
身
の
回
り
の
世
話
も
し
て
く

れ
ま
し
た
。

月
、
二
回
の
入
浴
や
、
食
事
の
世
話
、

一
日
五
、
六
回
の
洗
濯
、
夜
中
も
五
、

六
回
は
起
こ
さ
れ
る
毎
日
で
、
最
初
は

愚
痴
も
出
ま
し
た
が
、
義
母
の
寝
顔
を

見
て
い
る
と
に
く
め
な
く
な
り
ま
す
。

夫
婦
で
、
ゆ
っ
く
り
話
し
合
う
時
間

も
と
れ
な
い
日
々
が
、
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
、
夫
は
常
に
協
力
し
て

く
れ
て
、
は
け
口
に
も
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

最
後
ま
で
義
母
を
介
護
で
き
た
の
は
、

夫
と
私
が
、
健
康
だ
っ
た
の
と
保
健
婦

さ
ん
の
訪
問
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
勇

気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
心
の
さ

さ
え
に
な
っ
て
や
っ
て
こ
れ
た
の
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
．
彦

夫
の
協
力
で
最
後
ま
で
介
護

矢部はなさん
(秋山）

秘
⑳
滕
駒
識



しみ砲のひろは全
国
体
育
指
導
委
員

功
労
者
表
彰

九
月
九
日
㈱
札
幌
市
で
、
第
二
十

八
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会
が

ゆ
た
か

開
か
れ
、
高
萩
市
か
ら
落
合
裕
さ
ん
が
、

昭
和
六
十
二
年
度
全
国
体
育
指
導
委
員
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

落
合
さ
ん
は
、
長
年
、
市
の
体
育
指

導
委
員
協
議
会
長
と
し
て
、
各
種
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
企
画
立
案
を
す
る

な
ど
、
社
会
体
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
、

茨
城
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
副
会
長
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

、
１
１
１
ノ

つ
ま
⑳

こ
係
記

起
ら
線

に
た
内

近
し
，

身
ま
Ⅵ

の
り
訂

ん
あ
３

さ
か
２

な
何
伝

み
。
係

‘
す
聴

は
ま
広

一
し
報

ナ
介
広

一
紹
課

．
を
。
動

の
声
い
活

ば
‘
さ
民

ろ
事
だ
市

ひ
行
く
》

の
や
せ
先

民
題
寄
て

市
話
お
あ

た
で
☆Ｉ

ゆたか

落合裕さん
(高戸）

青少年育成功労者表彰
”

市
民
テ
ニ
ス
大
会
開
か
れ
る

○
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
六
月
十
四
日
⑪

参
加
者
六
十
四
人

（
成
績
）
敬
称
略

一
般
男
子

優
勝
熊
倉
敏
夫
喬
萩
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝
山
田
義
興
言
萩
グ
リ
ー
ン
Ｃ
）

三
位
加
藤
繁
孝
言
萩
ク
ラ
ブ
）

ま
さ
み

阿
部
正
三
面
之
内
ク
ラ
ブ
）

一
般
女
子

上
う
ぐ
・
凡

優
勝
井
上
篤
江
若
葉
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝
岩
出
菫
（
高
萩
グ
リ
ー
ン
Ｃ
）

三
位
坂
井
せ
い
子
（
若
葉
ク
ラ
ブ
）

鋳：鰯

；
像 職遡亀雪息蕊

蕊謬
鎧､

謝
鋤 蕊

…

蕊
溌

篭

|詞#鯛ｵ畷iff"+丹ff織溌
､ J設 鶇－－酔 凡

呼 品 轄串 串〆

▲一般女子のダブルス

松本基さん 北村勇太郎さん
（下君田） （春日町）

壮
年
男
子

優
勝
直
井
澄
男

き
ゅ
う
ぞ
う

準
優
勝
大
沼
久
三

○
ダ
ブ
ル
ス
の
部
九
月
十
三
日
⑧

参
加
五
十
六
組

（
成
績
）

一
般
男
子

優
勝
戸
張
・
熊
倉
組
（
高
萩
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝
北
條
・
大
内
組
（
高
ク
・
ロ
ー
ン
）

三
位
坂
本
・
伊
藤
組
（
山
之
内
ク
ラ
ブ
）

加
藤
・
門
田
組
（
高
ク
・
高
グ
）

一
般
女
子

優
勝
鈴
木
・
岩
出
組
（
高
萩
グ
リ
ー
ン
）

準
優
勝
坂
井
・
井
上
組
（
若
葉
ク
ラ
ブ
）

三
位
柴
田
・
小
山
組
（
グ
ラ
ー
ス
・
マ
マ
ン
）

大
内
・
武
田
組
（
若
葉
ク
ラ
ブ
）

壮
年
男
子

優
勝
高
岡
・
岡
部
組
（
高
グ
・
高
ク
）

九
月
十
三
日
⑧
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

青
少
年
育
成
茨
城
県
民
会
議
設
立
二
十
周
年

記
念
「
青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰
」
が
行
わ

れ
、
高
萩
市
か
ら
北
村
勇
太
郎
さ
ん
、
松
本

基
さ
ん
の
二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

北
村
さ
ん
と
松
本
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四

年
青
少
年
補
導
推
進
委
員
と
し
て
就
任
以
来
、

現
在
の
青
少
年
相
談
員
に
至
る
ま
で
、
二
十

七
年
間
青
少
年
の
非
行
防
止
、
健
全
育
成
に

尽
力
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

武
田
か
づ
江
（
若
葉
ク
ラ
ブ
）

（
高
萩
ク
ラ
ブ
）

（
高
萩
グ
リ
ー
ン
Ｃ
）

一

｛
ｐ
一

私のアイデア料蝉〆

卿｛ ｝

し一

〈材料〉 5人分

●きゅうり 1本

●キャベツ 2009

●ちくわ 509(1本）

味噌 大さじl

マヨネーズ大さじ2

鍵|‘‘、 ‘,､≦Ⅷ大さじ光|理→冨

食生活改善推進員

佐藤きくさん
（下手綱）

「忙しい人でも簡単に作れて，

子どもからお年寄りまで幅広く，

喜ばれます。ちくわのほかに好み

でかまぼこなどを入れると色合い

もきれいです。なんといっても，

味噌マヨネーズが味のポイントで

すね。 もう一品ほしいと思うとき

にぜひ作ってみてくださいJ－

f
※

〈作り方〉

①キャベツは洗って5ミリ幅くらいのせん切

りにし， ゆでて水気を切っておく。

②ちくわは小口切りにする。

③きゅうりは板ずりし， うすく切って軽く塩

をふっておく。

④※をよく混ぜて味噌マヨネーズを作り， き

ゅうり， キャベツ， ちくわをあえる。
己 ″

8
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｣

｜
度
に
た
く
さ
ん
の

兄
弟
が
で
き
た
よ
う

「
私
の
お
じ
さ
ん
が
、
も
と
高
校
生

会
の
会
員
だ
っ
た
の
で
、
勧
め
ら
れ
て

入
り
ま
し
た
が
、
私
も
小
学
六
年
生
の

時
に
子
ど
も
会
幹
部
講
習
会
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
会
の
活
動
の
内

容
は
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
会
の
活
動
は
、
子
ど
も
会
の

行
事
に
一
緒
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
会

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
た
り
、
ゲ
ー
ム

指
導
な
ど
を
す
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も

会
幹
部
講
習
会
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、

高
校
生
市
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
た
く
さ

ん
の
活
動
を
み
ん
な
で
楽
し
く
や
っ
て

い
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い

う
意
識
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
ね
凶
と

話
す
斉
藤
さ
ん
は
、
松
丘
高
校
の
一
年

生
、
合
唱
部
活
動
や
趣
味
で
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
を
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
高
校
生
会
の
会
員
は
、
現
在
十
人

と
少
な
い
た
め
、
今
年
の
夏
の
活
動
も

秘とボランティア

⑥

か
お
り

斉
藤
香
さ
ん

（
上
手
綱
）

※
高
萩
高
校
生
会
で
は
、
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
福
祉
事
務
所
社
会
係

壷
二
三
’
一
二
二
内
線
三
五
五

た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
み
ん
な
で
助
け

合
い
な
が
ら
、
内
容
で
カ
バ
ー
す
る
よ

う
努
力
し
ま
し
た
。

私
は
、
妹
が
一
人
の
四
人
家
族
で
す

が
、
高
校
生
会
に
入
っ
て
一
度
に
た
く

さ
ん
の
兄
弟
が
で
き
た
よ
う
に
、
勉
強

な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
先
輩

が
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
ま
す
し
、

ほ
か
の
地
域
の
会
の
人
た
ち
と
も
た
く

さ
ん
友
だ
ち
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
生
会
の
活
動
は
、
高
校
生
の
時

し
か
で
き
ま
せ
ん
。
勉
強
ば
か
り
や
っ

て
い
な
い
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
っ
て

い
る
人
や
何
も
や
っ
て
い
な
い
人
な
ど
、

高
校
生
会
に
入
っ
て
、
み
ん
な
で
一
緒

に
活
動
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
見
学
を

し
て
も
ら
え
ば
、
よ
く
活
動
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
よ
Ｊ

「
私
は
、
子
ど
も
が
大
好
き
な
の
で
、

将
来
は
保
育
所
の
保
母
さ
ん
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
日
の
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
で
は
、
保
育

所
に
実
習
に
行
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
す
ご
く
敏
感
で
、
と
て
も
気
を

使
い
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
し
勉
強

に
な
り
ま
し
た
凶
と
す
ば
ら
し
い
笑
顔

を
見
せ
な
が
ら
、
斉
藤
さ
ん
は
こ
う
話

し
て
く
れ
ま
し
た
○

ｰ

h 『

海
外
は
初
め
て
、
あ
こ
が
れ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
こ
ん
な
に
早
く
行
け
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
ま
れ

て
は
じ
め
て
見
た
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
は
、
そ

の
歴
史
の
重
さ
と
先
人
た
ち
の
美
に
対

す
る
情
熱
が
築
き
あ
げ
た
芸
術
で
、
私

き
ょ
う
が
く

に
感
動
と
驚
儂
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
ま
た
、
私
は
そ
れ
を
理
解
す

八
月
六
日
附
か
ら
十
七
日
㈲
ま
で
の

も
の
つ
二

十
二
日
間
、
柴
田
敦
子
さ
ん
が
、
茨
城

県
中
堅
青
年
海
外
派
遣
「
青
年
の
つ
ば

さ
」
の
団
員
と
し
て
、
ソ
連
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
の
三
か
国
を
訪
問
し
て
、

研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
原
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

今
月
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま

半
。
ノ
○歴

史
と
芸
術
に
感
動

い
か
に
自
分
を
磨
い
て
い
く
か

「
青
年
の
つ
ば
さ
」
に
参
加
し
て

み
ご
と
な
芸
術
で
地
下
鉄
の
駅
を
装
飾

天
ソ
連
（
モ
ス
ク
ワ
）

醇
話
に
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
空
港

和
は
暗
く
、
電
気
を
半
分
ぐ
ら
い
節
約
し

ワ
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

功
今
回
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
し
か
滞
在
し

垂
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設

を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
印

象
に
残
っ
た
の
は
赤
の
広
場
と
そ
の
中

る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
ち
っ
ぽ
け
な
自

ら
く
た
ん

分
の
知
識
に
落
胆
し
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
は
、
私
に
と
っ
て
自
分
の
在
り
方

を
考
え
直
す
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。

若
い
こ
ろ
に
身
の
回
り
な
ど
に
か
ま

っ
て
、
あ
れ
こ
れ
飾
り
た
て
た
と
し
て

も
、
見
か
け
は
よ
く
な
り
ま
す
が
中
身

は
少
し
も
向
上
し
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の

不
勉
強
を
悔
や
ん
で
み
て
も
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
か
ら
い
か
に
自

分
を
磨
い
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
、

自
分
の
経
験
を
社
会
の
た
め
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
今
回
の
青
年
の
つ
ば
さ

十
三
期
で
二
十
六
人
の
す
ば
ら
し
い
友

人
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
築
い
た
友
情
を
ぜ
ひ
、
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

~＝

あつこ

柴田敦子
さん

（有明町）

に
あ
る
レ
ー
ニ
ン
廟
、
そ
し
て
地
下
鉄

の
駅
で
す
。

赤
の
広
場
は
、
先
日
、
西
ド
イ
ツ
の

青
年
が
セ
ス
ナ
機
で
飛
ん
で
き
て
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞

で
見
た
時
は
、
そ
れ
ほ
ど
驚
き
も
し
な

か
っ
た
の
に
、
実
際
に
そ
の
場
に
立
っ

て
み
る
と
「
あ
あ
、
こ
こ
に
降
り
た
の

か
」
と
感
激
し
、
事
件
が
急
に
身
近
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ニ
ン
廟
で
は
、
ま
さ
か
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
レ
ー
ニ
ン
の
遺
体
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
す
暗
く
、

私
語
も
禁
止
と
い
う
厳
重
な
警
備
の
中

で
、
レ
ー
ニ
ン
は
ま
る
で
静
か
に
眠
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

も
雷
っ
一
つ
は
、
地
下
鉄
の
駅
の
す
ば

ら
し
さ
で
す
。
ど
の
駅
に
も
彫
刻
や
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
モ
ザ
イ
ク
、
絵
画
等

で
み
ご
と
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ず
い
ぶ
ん

日
本
と
は
、
お
金
の
か
け
る
所
が
随
分

違
う
と
驚
き
ま
し
た
。

市
民
の
生
活
に
は
、
直
接
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
印
象
と

し
て
あ
ま
り
豊
か
な
感
じ
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

モ
ス
ク
ワ
最
大
と
い
わ
れ
る
デ
パ
ー

ト
も
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
が
、
欲
し
い

と
思
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ

る
科
学
技
術
の
最
先
端
を
行
く
ソ
連
と
、

そ
の
人
々
の
生
活
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
思
っ

て
い
た
よ
り
も
大
き
い
の
に
驚
き
、
ま

だ
ま
だ
市
民
に
は
還
元
さ
れ
て
い
な
い
沙

と
い
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
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九
月
五
日
⑰
高
浜
運
動
広
場
で
、

三
市
一
町
の
消
防
団
員
に
よ
り
、
第
三

十
八
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

日
立
地
区
大
会
が
開
か
れ
、
高
萩
市
か

ら
は
第
六
分
団
、
第
十
四
分
団
が
出
場

し
、
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

第
六
分
団
、

第
十
四
分
団
が
出
場

噂

蕊
麓"、

13チームが参加

ママさんソフトボール大会

9月6日旧） 高萩工業高校で，

第8回高萩杯ママさんソフトボー

ル大会が, 13チームの参加で行わ

れ熱戦を繰り広げました。

一

一一

ー

九
月
六
日
側
市

営
野
球
場
で
、
八
十

二
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
、
第
十
五
回
高
萩

市
長
杯
争
奪
軟
式
野

球
大
会
の
開
会
式
が

開
か
れ
、
十
月
十

一
日
⑪
の
決
勝
戦
を

め
ざ
し
て
熱
戦
の
火

ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し

た
。

市長杯争奪

軟式野球大会が開幕
零

鱗拳

琴

記念碑と

胸像の

除幕式

第20回記念

ママさんバレーボール大会

一
幸
《
’
一

Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｉ

だ
い
雪

当
日
は
、
鈴
木
大
悟

ゆ
う
と

み

悠
斗
く
ん
（
上
君
田
）
、
鈴
木
美

お央
ち
ゃ
ん
（
本
町
）
な
ど
の
手

に
よ
っ
て
除
幕
が
行
わ
れ
、
出

席
者
の
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

9月13日旧） 市民体育館で，第

20回記念高萩市ママさんバレーボ

ール大会が開かれ， 14チーム，約

150人が参加して，日ごろ鍛えた技

を競いました。

（成續）

優勝島名チーム

準優勝安良川Aチーム

第3位本町チーム

安良川Bチーム

九
月
二
十
二
日
㈹
高
萩
市
観
光
協

と
よ
し
き

会
が
、
千
葉
県
柏
市
の
駅
前
と
豊
四
季

団
地
（
人
口
約
六
千
人
）
で
、
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

〃
紅
葉
が
い
っ
ぱ
い
…
…
渓
谷
と
黒

潮
の
ま
ち
高
萩
〃
と
書
い
た
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
、
山
と
海
の
自
然
環
境
が
豊
か

な
ま
ち
高
萩
へ
ぜ
ひ
一
度
お
こ
し
く
だ

さ
い
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
り

な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
高
萩
へ

〃〃



「
円
仁
和
尚
入
当
山
記
」
（
え
ん
に
ん

お
し
よ
う
に
ゅ
う
と
う
ざ
ん
き
）
に
は
、

下
野
（
し
も
つ
け
）
国
生
ま
れ
の
慈
覚

大
師
円
仁
が
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
四

月
、
二
荒
山
を
訪
れ
て
経
典
や
仏
具
を

施
入
し
、
薬
師
堂
や
山
王
権
現
な
ど
を

建
立
し
て
、
比
叡
山
の
趣
を
こ
の
地
に

移
し
た
。
と
い
う
伝
え
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
か
ら
日
光
連
山
は
、
天
台
宗

と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

高萩の昔話ど

民俗

三輪山神婚説話

（9）

志田
一一

号＝E=

同子

▲落さないように気を付けてね
日
光
連
山
に
対
す
る
常
陸
国
の
人
び

と
の
信
仰
も
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
那
珂
台
地
や
久
慈
、
多
賀

の
山
地
か
ら
冬
の
朝
な
ど
に
見
え
る
白

似
写
真
は
花
園
山
の

花
園
神
社

目則侶取り囲む

新米パパ・ママの

育児教室
ー

初
め
て
親
と
な
る
人
た
ち
を
対
象
に
、
親

と
し
て
の
在
り
方
や
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
接
し

方
な
ど
を
考
え
よ
う
と
、
九
月
四
日
㈱
、

文
化
会
館
で
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の

「
新
米
パ
パ
・
マ
マ
の
育
児
教
室
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
間
近
に
控
え
た
夫

婦
三
十
一
人
が
参
加
し
て
、
お
風
呂
の
入

れ
方
や
だ
っ
こ
の
し
か
た
、
お
む
つ
の
か
え

か
た
の
実
技
と
、
出
産
か
ら
育
児
ま
で
の

映
画
が
行
わ
れ
、
も
う
す
ぐ
パ
パ
に
な
る

人
た
ち
も
真
剣
に
取
り
く
ん
で
い
ま
し
た
、

雪
に
お
お
わ
れ
て
、
ひ
と
き
わ
高
く
そ

び
え
る
日
光
連
山
の
荘
厳
な
姿
は
、
ま

さ
に
神
仏
の
こ
も
る
霊
域
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

村
松
の
虚
空
蔵
堂
が
、
村
松
山
日
光

寺
と
称
す
る
天
台
宗
の
寺
院
と
し
て
慈

覚
大
師
開
山
伝
説
が
あ
る
の
も
、
日
光

連
山
の
山
岳
信
仰
と
の
結
び
つ
き
を
物

語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
に
必
要
な

雨
や
豊
作
を
も
た
ら
す
と
い
う
日
光
連

山
の
信
仰
は
、
常
陸
国
の
東
金
砂
山
、

た
つ
わ
り
ざ
ん

西
金
砂
山
、
堅
破
山
、
真
弓
山
、
花
園

山
に
も
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
十
歳
か
ら
よ
い
健
康
習
慣
を

四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
だ
れ
も
が
な
○
早
食
い
・

に
か
し
ら
体
の
変
化
に
気
づ
き
始
め
ま
○
津
毎
蠅
燗
載
評
州
抑
狂
い
朝
露
隼
絆
恥
雲

す
。
白
髪
が
増
え
た
、
髪
が
薄
く
な
っ

た
、
新
聞
を
読
む
の
に
眼
鏡
が
必
要
に
○
定
期
健
康
診
断
を
怠
け
る
こ
と
が
あ

●
●

な
っ
た
、
し
わ
が
増
え
た
、
無
理
が
き
る
。

か
な
く
な
っ
た
…
…
…
。
こ
れ
ら
は
み
○
加
工
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を

な
老
化
現
象
で
す
。
し
ば
し
ば
利
用
す
る
。

人
間
の
体
の
変
化
は
、
三
十
五
歳
ご
○
夜
ふ
か
し
の
癖
が
つ
き
、
寝

の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
す
。
成
人
病
は
○
唯
鋤
這
罐
誼
垂
壁
娠
鐸
畔
《
諏
畔
鍼
函

ろ
か
ら
始
ま
り
、
成
人
病
が
急
増
す
る

別
名
Ｉ
「
習
慣
病
」
と
も
い
わ
れ
、
○
家
に
仕
事
を
持
ち
帰
り
、
と

駕

悪
い
習
慣
の
積
み
重
ね
が
招
い
た
病
気
き
に
休
日
返
上
で
仕
事
を
す

で
す
。
つ
ま
り
、
悪
い
習
慣
を
改
め
、
る
。

よ
い
習
慣
を
作
る
こ
と
が
健
康
づ
く
り
○
毎
日
酒
を
飲
み
、
時
々
、
二
日
酔
い

の
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
に
な
る
。

愚

さ
て
、
次
の
中
で
あ
な
た
に
思
い
当
○
タ
バ
コ
を
一
日
一
、
二
箱
吸

た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
う
。

蕊
蕊
蕊
琵
ｉ
穰
隠
§

○
歩
く
の
が
め
ん
ど
う
で
、
す

ぐ
車
に
乗
っ
て
し
ま
う
。

○
階
段
よ
り
も
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
こ
の
よ
う
な
項
目
に
該
当
す
る
か
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
よ
く
使
う
。
は
、
も
う
一
度
自
分
の
健
康
に
つ
い
て

籍
…
…
、

○
無
趣
味
、
休
日
は
ご
ろ
寝

テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る

○
運
動
で
汗
を
か
く
こ
と
が
め
っ
た
に

な
い
。

○
塩
辛
い
も
の
、
濃
い
味
の
料
理
好
き

○
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
な
い
と

蕊

べ
た
気
が
し
な
い
。

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

ー-

il ll



市議会議員の

一般選挙

一
般
展
示

○
文
化
会
館
千
一
月
三
日
㈹
～
五
日
㈱
）

俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
写
真
、
川
柳
、

美
術
、
皐
月
、
児
童
画
の
展
示

○
中
央
公
民
館
千
一
月
三
日
㈹
～
五
日
⑳

盆
栽
、
革
工
芸
、
七
宝
焼
、
華
道
、

愛
正
園
園
生
作
品
の
展
示

※
華
道
は
十
一
月
三
日
㈹
、
四
日
㈱

の
み
展
示

発
表
会
（
文
化
会
館
）

十
一
月
三
日
㈹
日
舞
、
カ
ラ
オ
ケ

十
一
月
八
日
⑪
民
謡
、
尺
八
、
琴

十
一
月
十
五
日
⑪
吟
詠
、
剣
舞
、

詩
舞
、
バ
レ
エ

文
化
嬢
の

開
催
日
程

投票日は

11月8日(日）

市
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者
説
明
会

大
会十

一
月
三
日
㈹
茶
会
串
央
公
民
塗

十
一
月
八
日
⑧
短
歌
会
支
化
会
笙

菊
花
展
示

○
春
日
町
児
童
公
園

（
十
一
月
二
日
側
～
十
三
日
③
）

菊
花
（
盆
養
）

十
一
月
二
十
二
日
側
に
任
期
満
了
と

な
る
高
萩
市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
は
、

十
一
月
一
日
㈲
に
告
示
さ
れ
、
十
一
月

八
日
⑧
投
票
日
と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
市
政
を
ま
か

せ
る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
β

巡
回
法
簿
栢
談

と
き
十
月
十
五
日
嗣
午
後
一
時

と
こ
ろ
高
萩
市
役
所
三
階
会
議
室

持
参
す
る
も
の
印
か
ん

〈
高
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会

溌
灘
》
蕊
蕊
騨
罐
認

里一

厚
室
早
邑
と
回
届
早
窟
⑨

両
制
Ｅ
か
ら
⑨
邑
舘
膣
六
十
邑
患
か
ら

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
加
入
者
が

両
制
度
か
ら
受
給
で
き
る
の
は
六
十
五

歳
か
ら
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
の
年
金
法

改
正
に
よ
り
、
六
十
歳
か
ら
厚
生
年
金

と
国
民
年
金
両
制
度
か
ら
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

両
制
度
に
加
入
し
て
い
た
か
た
の
受

給
は
下
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
六
十
歳
で
、
国
民
年
金
を
請
求
す
る

違反建築なくして住みよい街づくり
建築する時の手続
建築（新築，増築，改築，移転）する時は，県の建築主事

の確認を受けてから工事に着手しましょう。

工事の際には，必ず確認済の標示板を掲示しましょう。

建築物の敷地と道路

建築物の敷地は, 4.0m以上の道路に2.0m接続しなければ建

築できません。

1.8m以上4.0m未満の道路の場合は,道路の中心線から2.0m

を後退しなければ門，へい等を含むすべての建築物は建築で

きません。

“…｡”(ZZD

65歳た
い
と
思
っ
て
い
る
か
た
は
、
年
金
係

で
相
談
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
・

金
二
三
’
二
一
二
内
線
二
三
二

60歳
一
．
一

と
厚
生
年
金
は
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
。

○
六
十
五
歳
か
ら
は
、
両
方

の
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

○
厚
生
年
金
の
期
間
が
短
か

く
国
民
年
金
を
早
く
受
け

全国一斉公開

建築パトロール

星の ゞ実施します。
一－－

みなさんで協力して明るい街づくりに努めましょう。

※違反建築防止週間 10月11日(日)～17日仕）

大
井
川
の
渡
し
場
人
足
鉄
五
郎
は
、

酒
と
喧
嘩
で
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
、
あ

だ
な
を
喧
嘩
鉄
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
乱

暴
者
、
し
か
し
根
っ
か
ら
の
悪
で
は
な

く
、
本
当
は
、
気
の
小
さ
い
男
…
…
。

そ
ん
な
鉄
五
郎
が
、
例
に
よ
・
っ
て
酒

に
酔
い
千
鳥
足
で
地
蔵
ヶ
原
を
通
り
か

か
っ
た
時
、
捨
て
ら
れ
た
乳
飲
み
子
を

見
つ
け
て
家
に
抱
い
て
帰
る
こ
と
か
ら
、

鉄
五
郎
の
子
育
て
が
、
始
ま
る
の
で
す
。

そ
の
子
ど
も
の
名
前
は
鶴
吉
と
い
い
、

美
濃
の
お
城
で
生
ま
れ
た
双
子
の
う
ち

の
一
人
で
、
双
子
は
不
吉
な
兆
し
と
藩

主
の
命
を
受
け
た
美
濃
藩
若
君
の
お
守

り
役
、
堀
口
文
之
進
が
こ
っ
そ
り
捨
て、

十
月
二
十
五
日
日
午
後
六
時
～

新
宿
ゴ
マ
劇
場
出
帳
公
演

○
呑
ん
兵
工
と
若
さ
ま
（
｜
部
）

○
コ
マ
・
グ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ー

秋
の
踊
り
（
二
部
）

入
場
料

Ｓ
席
三
、
五
○
○
円

Ａ
席
三
、
○
○
○
円

入
場
巻
発
売
中

糞
化
含
鯛
狸

も
主
お
し
も
⑳

革- , 入専郵男売日日月日a白

＆蕊1 :::剛熊高萩市立化会館
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去齢厘牛庄会



市
で
は
、
来
年
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
か
た
が
た
の
創
意
に
よ
る
成
人
式
を

実
施
す
る
た
め
、
「
第
三
十
四
回
高
萩

市
成
人
式
実
行
委
員
会
」
の
設
立
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
手
づ
く
り
成
人
式
に
、

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
三
十
四
回
成
人
式

実
行
委
員
の
募
集

第
十
四
回
市
民
音
楽
祭

出
演
者
募
集

市
民
の
音
楽
愛
好
者
及
び
団
体
の
参

加
で
、
楽
し
い
音
楽
祭
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
㈲

と
き
十
一
月
二
十
二
日
⑪

午
後
予
定

と
こ
ろ
文
化
会
館

内
容
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
、
一
般
の
音
楽
愛
好
者
、

団
体
の
発
表

資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
勤

務
し
て
い
る
か
た
で
団
体
、

個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
十
月
二
十
四
日
出
ま
で
に
、

社
会
教
育
課
へ

念
二
三
’
一
二
一
二

市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
の
児
童
・
生
徒
等
を
対

象
に
青
少
年
美
術
・
書
道
展
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
左
記
に
よ
り
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

と
き
十
一
月
二
十
七
日
③
～
二
十

九
日
側

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

内
容
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の

児
童
・
生
徒
等
の
美
術
・
耆

道
作
品
の
展
示

募
集
内
容
市
内
高
校
生
、
市
外
の
高

校
へ
通
学
し
て
い
る
人
、
一

般
（
十
二
月
一
日
付
で
、
満

二
十
五
歳
未
満
の
人
）

青
少
年
美
術
・
書
道
展

作
品
募
集

○
美
術
の
部

●
表
現
領
域
は
絵
画
（
版
画
を
含
む
。
）

○
内
容
●
第
三
十
四
回
成
人
式
（
六
十

三
年
一
月
十
五
日
実
施
）
の

企
画
運
営

●
十
月
下
旬
か
ら
十
二
月
中
旬

ま
で
会
議
を
四
回
実
施
予
定

○
応
募
資
格
昭
和
四
十
二
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
の
出
生
者
十
名

○
申
し
込
み
十
月
二
十
四
日
出
ま
で

に
、
電
話
で
社
会
教
育
課
へ

念
二
三
’
一
二
一
二

ｰ

体
育
協
会
卓
球
部
で
は
、
部
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
卓
球
を
愛
す
る
か
た
、

特
に
、
初
心
者
、
婦
人
の
か
た
は
、
大

歓
迎
で
す
。

練
習
日
毎
週
火
・
金
・
土
曜
日
の
午
前

ま
た
は
、
毎
週
火
曜
日
の
夜
間

練
習
場
所
市
民
体
育
館

※
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
体
育
館
へ

念
二
三
’
二
五
五
二

卓
球
部
員

今
年
四
月
に
発
足
し
た
高
萩
サ
ヅ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
募
集
を
し
ま
す
。

対
象
女
子
小
学
生

練
習
日
毎
週
土
・
日
曜
日

練
習
場
所
高
浜
運
動
広
場

※
問
い
合
わ
せ
は
、
岡
田
勝
へ

壷
二
二
’
三
五
九
二

デ
ザ
イ
ン

●
絵
画
は
八
～
四
十
号
、
版
画
は
、
六

～
四
十
号
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
Ｂ
二
～

Ｂ
一

※
一
人
一
点

○
書
道
の
部

●
軸
装
枠
張
、
半
切
以
内
の
大
き
さ

●
額
装
枠
張
九
十
ｍ
×
九
十
ｍ
以
内

※
一
人
一
点

申
込
締
切
十
一
月
二
十
一
日
出
ま
で

に
社
会
教
育
課
へ

念
二
三
’
二
三
一

女
子
サ
ッ
カ
ー
団
員

病
・
医
院
で
受
け
ら
れ
る
婦
人
（
子

宮
）
が
ん
検
診
の
受
け
付
け
を
し
て
い

ま
す
。
集
団
（
車
）
検
診
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
か
た
に
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
受
診
す
る
際
は
、
受
診
券
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
衛
生
課
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

対
象
者
三
十
歳
以
上
の
市
内
居
住
の

女
性

受
付
期
間
常
時

自
己
負
担
金
八
百
円

受
け
ら
れ
る
病
・
医
院

市
内
は
内
田
病
院
、
諸
原
産

婦
人
科
医
院

※
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
課
へ

云
二
三
’
一
二
二

内
線
三
六
三
、
三
六
四

と
き
十
一
月
二
十
三
日
側

出
場
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、

勤
務
す
る

出
場
料
千
円
（
先
着
七
十
人
ま
で
。
）

参
加
申
込
十
月
十
五
日
附
か
ら
十
月

三
十
一
日
出
ま
で
に
出
場
料
、

カ
セ
ッ
ト
を
添
え
て

※
詳
し
く
は
、
文
化
会
館
へ

壷
二
三
’
七
四
三

第
五
回

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

「
婦
人
が
ん
検
診
」
を

受
け
ま
し
た
か
？

ｰ芦

た
の
で
す
。

す
ぐ
す
ぐ
育
つ
鶴
吉
を
、
酒
も
喧
嘩

も
ぶ
つ
つ
り
や
め
て
、
愛
し
可
愛
い
と

鉄
五
郎
が
、
手
塩
に
か
け
て
早
七
年
、

そ
の
鶴
吉
に
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
大

事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

双
子
の
一
人
の
亀
千
代
が
他
界
し
、

お
城
の
お
世
継
ぎ
に
是
非
鶴
吉
を
…
と

迎
え
に
来
た
の
で
す
。

今
に
な
っ
て
返
し
て
く
れ
と
は
…
怒

る
鉄
五
郎
、
し
か
し
、
鶴
吉
に
は
、
一

国
一
城
の
未
来
が
あ
る
と
心
に
決
め
た

鉄
五
郎
は
涙
を
隠
し
て
鶴
吉
を
文
之
進

の
も
と
へ
送
り
だ
す
の
で
す
。

十
一
月
三
十
日
月
午
後
六
時
～

地
人
会
公
演
閉た

わ
む

「
危
険
な
戯
れ
」

入
場
料

Ｓ
席
三
、
五
○
○
円

Ａ
席
三
、
○
○
○
円

入
場
券
発
売
中

聞
鋪
搬
齢
墳
拶
眼
斡
歌
馬
黛
心
ざ
遥
曹
葛
誉
『
旨
与
辱
胃
い
筆
■
曙
粥
争
謝
鋸
豚
紳
：
川
恩
凝
嘩
信
唇
｛
誕
詞
榊
鱸
銅
潭
細
鯛
郷

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

田
所
言
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

３

文
化
会
館
畳
二
三
’
七
四
一
二
Ｉ

危 〆



弓日曜当番医⑦

11月1日 内田病院 大和町

大和町

十王町

22－2137

飯島医院
11月8日

十王医院

11月15日樋渡医院

22－2235

32 3266

大和町 22-2202

11月22日石病院 東本町 23 1711

'1月29日滝川医院|春日町 23-3100

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです

十
一
月
の
献
血
日
程
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
各
会
社
で

も
一
般
の
か
た
の
献
血
が
で
き
ま
す
。

十
一
月
十
日
㈱
日
本
加
工
製
紙
㈱

十
一
月
十
三
日
陶

助
川
電
気
工
業
㈱
午
前
中

新
日
本
鍛
工
㈱
午
後

十
一
月
二
十
日
㈱
駅
前
（
東
口
・
西
且

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
衛
生

課
へ
念
二
三
’
二
二
一
内
線
三
六
三

献
血
だ
よ
り

穂積家住宅
私の住んでいる地域に「市指定有形文化財，穂積家住

宅」があります。江戸時代中期に建築された高萩地方の

豪農住宅を知る貴重な文化的遺産で，今も当時の面影が

色濃く残っています。屋敷を歩くと当時忙しく立ち働い

ていた人たちの様子が思い浮かんできます。

高萩美術協会員穂積悦子

一
）

｜
※
家
庭
で
使
わ
ず
に
、
不
用
に
な
っ
て
し
昨
年
の
公
民
館
ま
つ
り

一
い
る
日
用
品
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
日
受
け
付
け
し
ま
す
。

｜
用
品
即
売
に
ど
う
ぞ
。
中
央
公
民
館
で
宣
一
二
一
’
二
二
五

ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
芳
賀
下
手
綱

一
万
一
千
二
百
円
社
会
福
祉
へ

‐
こ
や
牟
蚕

○
外
山
源
治
さ
ん
島
名

一
万
六
百
六
十
一
円
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

○
増
子
誠
さ
ん
島
名

千
四
百
十
三
円
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

○
池
田
諭
史
さ
ん
島
名

二
千
百
二
十
四
円
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

可
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

－
み
な
さ
ん
で

一
お
出
か
け
く
だ
さ
い

第
十
回
公
民
館
ま
つ
り

一
と
き
十
月
一
一
什
弛
叩
叫
一
皿
日
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

（
た
だ
し
、
二
十
五
日
発
表

の
部
は
午
後
三
時
ま
で
。
）

’
と
こ
ろ
中
央
公
民
館
、
市
民
体
育
館

一
催
し
も
の
展
示
・
バ
ザ
ー
の
部
、
発

表
の
部
、
日
用
品
即
売
会
、

食
堂
の
部

一
※
家
庭
で
使
わ
ず
に
、
不
用
に
な
っ
て

一
い
る
日
用
品
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
日

董
勵
急

善
意
あ
り
が
と
う

〃
へ ノ」

来
年
の
四
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
る
お

子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

囮
寄
贈
・
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
植
村
幸
北
さ
ん

市立幼稚園の

園児募集
一
》

水
戸
市

○
入
園
資
格

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
お
子
さ
ん
。

○
願
書
受
付

十
一
月
四
日
㈱
か
ら
十
一
月
十
一
日

㈱
ま
で
。
願
書
は
、
十
月
二
十
六
日
㈲

か
ら
各
幼
稚
園
で
配
付
し
ま
す
。
時
間

は
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
で
す
。

○
募
集
人
員

第
一
幼
稚
園
百
六
十
人

秋
山
幼
稚
園
百
六
十
人

東
幼
稚
園
八
十
人

松
岡
幼
稚
園
八
十
人

※
い
ず
れ
も
一
年
保
育
で
す
。
詳
し
く

は
教
育
委
員
会
学
務
課
金
二
三
’
一
二

一
一
ま
た
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

～人口と世帯～

（

前月比

人口 34,756(＋23）

男 17,107(+8)

女 17,649(＋15）

世帯10,473(+10)

－10月の納税一

市県民税（第3期）

国民年金（10月分）

納期限10月31日
(昭和62年9月1日現在）

－テレフオンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－ 「｣狸


